
熱中症に注意！　住居での発症リスクと対策

　暑い夏に気を付けたいのが熱中症。意外にも、熱
中症による救急搬送が最も多い場所は住居です。一
般的に「熱中症」というと、炎天下の屋外で発症す
るイメージが強いですが、実際には住居をはじめとす
る屋内での発症割合が非常に高いのが特徴です。

熱中症とは？
　熱中症とは、高温多湿な環境下で体内の水分や塩
分（ナトリウムなど）のバランスが崩れ、体温調節
機能が正常に働かなくなることで発症する障害の総称で
す。主な症状には、めまい、失神、筋肉痛、筋肉の硬直、
大量の発汗、頭痛、吐き気、倦怠感、意識障害、けいれん、
高体温などがあり、重症化すると死に至る場合もありま
す。

　総務省消防庁によると、令和6年5月から9月までの
全国における熱中症による救急搬送人員は9万7578人
で、調査を開始した平成20年以降で最多となりました。
この年は非常に厳しい暑さが長期間続き、6月と7月は
過去2番目、9月は過去最多の搬送人員を記録しました。

熱中症による救急搬送状況の概要 

熱中症による救急搬送状況（令和 2 年～令和 6 年）
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テーマ： 「実家の相続に関する意識調査」

持家市場が苦戦する中で、都市型住宅で存在感のある旭化成ホームズのキャンペーン「実家のこれ

から」相談会が話題になっている。「実家の相続」をキーワードとして、単なる二世帯住宅や建て替え

需要を顕在化させる手法から、住み替え売却、資産活用まで顧客の視点から多様な選択肢を提案し

ている。

１． 年度 ～ 月期の住宅着工は前年比マイナス ％

～ 月の新設住宅着工戸数の需要別の動向を見ると、新設住宅合計でマイナス ％、持家需要マイナス

％、貸家需要はマイナス ％、分譲需要はマイナス ％とすべての需要でマイナスに転じた。これは首

都圏における分譲マンションの落ち込み、貸家需要がなかなか回復しないことが大きな要因と考えられる。

住宅会社各社にとっては、今まで持ち家市場を

補完してきた賃貸需要が低迷する中で、メイン市

場である持ち家需要の掘り起こしが課題になって

いる。

この夏の各社のキャンペーンを見ると、積水ハウ

スは「プランニングカフェ 設計相談会」と恒例の

「住まいの参観日」の展開。住友林業は「夏の家

設計相談会」、セキスイハイムは新商品「新型パ

ルフェ発表会」で集客を図っている。

しかし、住団連の「住宅業況調査（第一回 月調

査）」の結果では、展示場来場者や引き合い増加

を示す指数は前年を大きく下回っている。

また、経営者の景況判断調査（第二回 月調査）

の 月から 月の見通しにおいても「消費増税に

よる駆け込みが徐々に発生してくる時期であり、

顧客の動きも活発化してくると思われる」という楽観的な声も聴かれるが、反面「戸数アップは期待できず、

、二世帯住宅などの単価アップに期待」との声もあり、量的拡大といった成果に結びつかないのが現状の

ようだ。

そんな中で、戦略的なマーケティングに定評のある旭化成ホームズのキャンペーンテーマが話題になっ

ている。同社は、首都圏を中心とした大都市圏にターゲット市場を限定し、 会場に複数出展するドミナン

ト展示場戦略や、二世帯住宅、三階建て住宅、賃貸併用型、 子供を持たない共働き世帯 など

新しい住まい方の提案するすることで需要拡大を図ってきた。

今回は「実家と相続」という古くて新しいテーマを取り上げ、生活者調査「実家の相続に関する意識調査」

に基づいたキャンペーンを展開している。 月の受注速報はまだ公表されていないが、関係者の間で話

題になっている。
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年齢区分別の内訳では、高齢者（65歳以上）が5万
5966人（57.4％）で最多、次いで成人（18歳以上65歳
未満）が3万2222人（33.0％）、少年（7歳以上18歳未
満）が8787人（9.0％）、乳幼児（生後28日以上7歳未満）
が601人（0.6％）となっています。
　発生場所では、住居が3万7116人（38.0％）で最も多く、
次いで道路が1万8576人（19.0％）、競技場や野外コンサー
ト会場といった不特定者が出入りする場所の屋外部分が
1万2727人（13.0％）の順となっています。

住居で熱中症が起きる理由
　では、なぜ住居で熱中症が多発するのでしょうか。ま
ず、室内温度の上昇が挙げられます。日中に暖められた
住居の温度は夜間も下がりにくく、特に就寝中は暑さを
感じても対応できない場合があります。また、エアコン
の使用不足も大きな要因です。特に高齢者は暑さへの感
覚が鈍いため、エアコンを適切に使用しない傾向があり
ます。さらに、高齢者は体内の水分量が少なく、熱中症
が重症化しやすい上に、一人で過ごす時間が長い場合、
周囲による発見が遅れることでリスクが高まります。
　こうした中、室内で涼しく過ごすための工夫として、
外部の熱を遮断するため、遮熱カーテンやブラインドで

窓からの日光を防ぐことなどが挙げられます。また、屋
根や外壁に反射率の高い素材や塗料を使用し、熱の吸
収を軽減する事も重要です。
　この他、室温が適切に保たれているか、温度計で確
認することも忘れずに。特に高齢者の部屋には温度計を
設置し、こまめに室内温度を確認しましょう。エアコンを
適切に使用し、定期的な水分補給を心がけることが重要
です。また、家族や近隣が定期的に様子を確認すること
で、早期発見と対応が可能になります。さらに住まいの
断熱性能・気密性能を上昇させることで外部の熱を遮断
し、エアコンの効率を高める取り組みも欠かせません。

家づくりのポイント
　地域の工務店は、気候や風土に合わせた家づくりの
知識を持っています。夏の暑さや冬の寒さに対応した高
気密・高断熱の住宅を検討しましょう。特にリフォーム時
には、遮熱塗料や断熱材の導入を相談すると効果的で
す。これにより、快適で省エネな住環境を実現できます。
　熱中症は屋外だけでなく、住居でも起こり得る身近な
リスクです。特に高齢者は注意が必要です。適切な空調
管理や住まいの工夫を取り入れることで、夏を安全かつ
快適に過ごしましょう。

建材・設備価格 前年比「10 ～ 19％増」が半数以上

　全国建設労働組合総連合（全建総連）
は、第5回「住宅の建材・設備の価格高騰
等の影響に関する工務店アンケート調査」
を実施、その結果をこのほど発表しました。
「一昨年まで問題となっていた建材や設備
の納期遅延は概ね解消されたと思われる」
とした一方、引き続き工事原価や見積価格
の高騰が工務店経営に影響を与えていると
指摘。また、前回調査に比べ、お客様への
価格転嫁の割合自体は増えているものの、
未だ不十分であると訴えています。
　アンケートは4月9日から5月30日にか
けて実施、全国39都道府県、1196社の工
務店から回答を得ました。調査は、物価・建材価格の高
騰等が組合員にどう影響しているかを把握、関係各所に
対策を要望することを目的としたもの。
　初めに一昨年まで深刻だった納期遅延問題について
質問（ｎ=1127）。「納期が通常よりかかる設備や建材が
ある」と回答したのは8.0％で、「遅延がない」と回答し
たのは92.0％でした。全建総連は「一昨年まで問題となっ
ていた納期遅延は概ね解消されたと思われる」と述べて

います。

価格高騰の影響は
　続いて住宅の建材・設備の価格高騰の影響について
質問。1年前（2024年4月）と比較した場合、工事原価
について、26.1％が「かなり上がった」、63.5％が「上がった」
と回答し、合計89.6％が「上昇した」と報告しています（ｎ
=1182）。価格高騰の影響は依然として大きいことが分か

住宅の建材・設備の価格高騰の影響について
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りました。
　見積価格への影響では、34.0％が
「大きな影響」、57.8％が「少し影響」
があると答え、その割合は計91.8％
（ｎ=1175）に上りました。リフォー
ムの値上がり率は、「10～14％」が
38.0％、「15～19％」が19.1％で、「10
～19％」が57.1％（ｎ=1135）。新築
も同様に「10～14％」が35.9％、「15
～19％」が18.5％で、「10～19％」
との回答が計54.4％半数以上を占め
た形です（ｎ=922）。

価格転嫁は不十分
　値上がり分を顧客に負担してもらった割合は68.9％（ｎ
=1164）ある一方、未だに26.7％が「一部」、4.4％が「全
て」自社負担と回答。転嫁ができなかった理由（ｎ=362
／複数選択可）として、「見積提出済み」（57.2％）、「同業
他社との競争」（37.8％）、「顧客の契約変更拒否」（7.5％）
が挙げられました。昨年6月に公表された前回調査の
64.5％から「お客様に負担してもらった」との回答割合
は増えたものの、全建総連は「価格転嫁は未だ不十分
といえる」と指摘します。

補助事業・制度対応に課題
　補助事業や制度対応にも課題が見られます。住宅省
エネキャンペーンの活用率は46.0％で、残り54.0％は利
用していません（ｎ=1135）。補助事業については「手続
きの複雑さ」「WEB申請のわかりにくさ」「審査時間のバ
ラつき」「窓口対応の繋がりにくさ」「写真撮影ルールの
厳格化による不採用」などが問題として指摘されました。
　また、改正建築基準法・建築物省エネ法への対応で
は、52.7％が「不安」と回答（ｎ=1142）。「不安はない」
と回答したのは11.3％のみでした。具体的な困りごととし
ては、「リフォーム時の確認申請による工事長期化や費用
増」「大規模修繕基準の曖昧さ」「施主の予算超過による
受注減」といった声が寄せられています。

国産材利用は進むが地域材は半数未満
　国産材・地域材の利用状況について質問（ｎ=1136）。「す
べて国産材を使う」（4.6％）、「可能な限り国産材を使う」
（49.7％）と計54.3％が国産材の積極的な利用を行って
いることが明らかとなりました。一方、地域材（地元が
産地の木材）を利用していると回答したのは39.2％（ｎ
＝1091）にとどまっています。木材の仕入れ先は材木店
が74.0％で最多。以下「ホームセンター」（32.2％）、製材
所（25.5％）、「プレカット事業者」（20.9％）と続きます（ｎ

=1101／複数選択可）。
　働き方改革についても調査。技能労働者を雇用する
工務店が39.5％（ｎ=1146）で、そのうちの59.2％（ｎ
=449）が過去2年で賃上げを実施したことが分かりまし
た。ただ、賃上げのための価格転嫁交渉を施主など取
引先と交渉したのは30.5％にとどまります（ｎ＝429）。
賃金形態は日給月払いが58.7％、月給制が36.2％で、
働き方改革に伴い月給制に移行したケースは5.2％（ｎ
＝445）。労働時間管理は68.7％が法令通りに行ってい
ますが、19.4％は管理できていないと回答しました（ｎ＝
444）。

補助事業拡充や担い手支援を求める声 
　制度・政策への要望（ｎ=1196／複数選択可）につ
いても質問。補助事業の拡充・延長（55.9％）、物価安定
策（54.8％）、大工等の入職・担い手確保支援（50.6％）、
関連事業者の税負担の軽減（38.4％）の順となっています。
　その上で、全建総連に寄せられた工務店の声として
は、資材高騰による生活苦や職人不足による工事遅延、
若手育成の困難さなどに悩むものが多くみられました。
中には「汗をかく人が報われる世の中にしてほしい」「地
域の工務店を応援する施策を」「補助金申請の簡素化や
消費税減税を」といった、切実な訴えも目を引きます。
　今回のアンケートから見えてくるものは、価格高騰が
単なるコスト問題にとどまらず、経営者や労働者の生活、
さらには業界の将来に直結する危機であるという現実で
す。自社負担が続けば利益が圧迫され、賃上げや設備
投資、さらには事業継続が困難になります。特に中小零
細工務店が多い業界では、この状況が業界全体の持続
可能性を脅かすため、極めて重要です。
　価格高騰と価格転嫁の不十分さは、建設業界の経営
環境、労働者の処遇、業界の将来に直結する最重要課
題。持続可能な建設産業の実現に向けた取り組みが望
まれます。

改正建築基準法・建築物省エネ法の
改正法への対応

値上がり分のお客様への
価格転嫁の状況
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キタケイの提供する２つのプライベートブランド 

環境・ぬくもり・素材をテーマとした各種住宅資材  “ スプロートユニバーサル ”  

天然木にこだわったフローリングや壁材  “ リラクシングウッド ” 

企画・製造から販売までトータルにプロデュース、心からご満足いただける住まいづくりを 

バックアップします。 
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リラクシングウッド 
抗菌・抗ウイルス加工 フローリング ウイルスガードコート シリーズ 


